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八戸市の概要 

八戸市は、太平洋に臨む青森県の南東部に位置し、北はおいらせ町（旧百石町、旧下田町）及び五戸町

（旧五戸町、旧倉石村）、西は南部町（旧福地村・旧名川町・旧南部町）、南は階上町及び岩手県軽米町に

接しています。地形は、なだらかな台地に囲まれた平野が太平洋に向かって広がり、その平野を三分する

形で馬淵川、新井田川の 2 本の川が流れています。 

臨海部には大規模な工業港、漁港、商業港が整備され、その背後には工業地帯が形成されています。こ

のため、優れた漁港施設や背後施設を有する全国屈指の水産都市であり、北東北随一の工業都市となっ

ています。 

平成 17年 3月 31日に合併した南郷地域（旧南郷村）は、「ジャズとそばのまち」として全国的な知名度を誇り、

ブルーベリーなどの地場産品を生かした特産物の開発なども行なわれています。       

○八戸市の中心市街地活性化 

八戸市は平成 12 年旧中心市街地活性化法に基づく計画を策定、平成 20 年 7 月に改正中心市街地活性化

法に基づく計画の認定を受け、活性化に取り組んできました。 

過去の計画内容の比較 

 旧中心市街地活性化法に基づく計画 第 1 期中心市街地活性化基本計画 

策定 平成 12 年 3 月 平成 20 年 7 月 

区域面積 約 140ha 約１０８ha 

基本方針 

 

① 魅力ある商業地の形成と「市日」

の復活 

② 八戸観光・情報の発信と「山車」

のあるまちづくり 

③ 市民ニーズに対応した都心機能の

充実 

④ まちの活力を維持する定住の促進 

① はちのへの文化交流のメッカを作る 

② まちなかの見どころ・もてなしを充

実する 

③ 魅力ある店々が連なる回遊空間を創

出する 

④ まちなかに来やすくする 

⑤ 暮らしやすい住まい環境を整える 

事業 34 事業 47 事業 

第２期の活性化計画は後段で示しますが、第一期の成果を踏まえそれをさらにステップアップすること

でまちなかを再生してくビジョンを示しています。成功事例を踏まえた２期計画という設定です。 

（国の認定による、中心市街地活性化法の適用を受けた取り組みが全国で展開されましたが、第１期の

最初の認定事業は、青森市と富山市でした。 

箱モノで中心市街地への人の回帰を促すコンパクトシティ構想が売りだった青森市は、ここにきて整

備した集客施設アウガの不振が伝えられており、八戸市のﾎﾟｰﾀﾙﾐｭｰｼﾞｱﾑはっちとの比較を今回はしてみ

たいと思います。 

又富山市は、公共交通によるまちの再生を狙った計画が、中心市街地の商業を総曲輪一局に絞った対

応で踏みとどまっています。） 



○八戸市の小売動向指数 

 

八戸市の小売動向指数 

  Ｈ３ Ｈ６ Ｈ９ Ｈ１１ Ｈ１４ Ｈ１６ Ｈ１９ 

売り場面積 1 1.01  1.13  1.20  1.20  1.18  1.15  

販売額 1 1.06  1.11  1.11  1.01  0.99  0.97  

従業者数 1 1.05  1.05  1.14  1.13  1.11  1.02  

地域の所得 - - - 627,747  614,996  593,698  708,534  

小売店舗数 1 0.97  0.90    0.82  0.78  0.73  

（注：小売店舗数Ｈ14 は H13 年度指標で代用した。市町村民所得調査は百万円） 

 平成３年比で八戸市の小売商業の動態を見てみました。これは H３年の数値を基準としてその推移を

見たものです。（地域の所得動向は H９年以前の数値は追えませんでした） 

この比較は地域の小売販売額と大型店出店の影響を見るもので、この地域の商圏に対する売り場面積

の増加（大型店の出店）は、結果として小売販売額の減少と雇用の面でマイナスの影響を地域にもたら

すという事をあらわします。 

そのことは大型店の出店で地域へは雇用の増加をもたらすと言われるが、地域の小売商業を淘汰する

ことにより、結果としては雇用機会を減らしてしまう。そのことは小売店舗数の推移と連動するという

ものです。同じく地域の小売販売額への影響も大きいという事になります。地域の小売商業を守るとい

う意味では、大型店の売り場面積の総量規制という面が必要であるという主張に繋がります。 

 八戸市は平成１２年に中心市街地活性化計画を策定しています。平成９年に隣接する下田町にイオン

の大型店舗が進出しその影響が大きく世間に報道されましたが、これらの動向を受けての対応でした。

特にイオンの出店は特定商業集積法による出店事例として注目を集めました。この法で認められれば、

大型店が複合施設として地方へ出店できる根拠が示されたことで、その後地方商圏への大型複合商業施

設の進出が続きました。八戸市は H１７年３月に合併し、その数値の影響が地域の総所得の動向に見ら

れます。しかしながら所得以外の動向には表れていません。そのことはもっと大きな影響が出ているも

のと受け止めます。また、H２２年の経済センサスの調査結果が把握し切れていませんが、もっと大き



な変化がマイナスの数値で出ていると予想されます。 又、Ｈ１４年には東北新幹線八戸駅も開業して

いますが、八戸市の中心市街地の置かれた状況は厳しかったものと伺えます。Ｈ20 年には新法による第

１期の中心市街地活性化計画、H２５年には第２期の中心市街地活性化計画が策定されています。 

グラフの数値表示は異なりますが、高山市の動向を示しておきます。 

 

高山市の小売動向指数 

  Ｈ１４ Ｈ１６ Ｈ１９ H24 

地域の所得 100% 97% 96% 94% 

従業者数 100% 96% 94% 67% 

売り場面積 100% 108% 108% 91% 

販売額 100% 94% 90% 73% 

商店数 100% 93% 90% 67% 

人口 100% 99% 98% 95% 

  

 高山市の小売動向指数を掲載しておきます。こちらは H14 年からの１０年間の動向です。地

域の小売商業の動向の変化は傾向としては八戸市と同様といえます。所得の動向は人口減少化の

影響が表れています。又、商店数の激減と従業者数の激減、販売額の激減が地域の小売商業の環

境変化を表していると言えます。 

 

もう少し八戸市の商業基盤を見てみます。 

 ここでは八戸市の商圏について詳しくは述べませんが、平成３年５市１５町９村と言われ、その後平

成１５年では５市１６町１１村と推移しましたが平成の合併を挟んで H１８年では５市１２町 6 村、Ｈ

23 の調査では５市１３町４村と言われています。（商圏としては青森県南部を中心に岩手県北部を含む

地域です。） 

 商圏における吸引力も高く、Ｈ３：1.59、Ｈ６：1.68、Ｈ９：1.61、Ｈ１２：1.6、Ｈ15：1.61、Ｈ１

８：1.5、Ｈ２３：1.49 と商圏最大の吸収率人口を有しています。 



その中で中心市街地の小売商業の動向を見てみます。 

 

八戸市中心市街地の小売販売額 

  Ｈ３ Ｈ６ Ｈ９ Ｈ１４ Ｈ１６ Ｈ１９ 

商品販売額（百万円） 88,626  79,329  73,030  50,945  38,082  35,941  

市全体に占める割合（％） 28.4  23.9  21.0  16.1  12.3  11.9  

 

 

中心市街地の小売店舗数 

  Ｈ３ Ｈ６ Ｈ９ Ｈ１４ Ｈ１６ Ｈ１９ 

事業所数 644  597  572  516  470  435  

市全体に占める割合（％） 18.1  17.2  17.8  17.7  17.0  16.8  

という状況です。特に商圏内の小売販売額の推移から見てみると、中心市街地の小売吸引力の低下がう

かがえます。かつては地域商圏の約３０％近くを維持していた姿から、H１９では約 1２%まで低下して



おり、店舗数の推移から見れば経営効率も悪化しています。 

 こうした背景が八戸市の中心市街地活性化計画策定にはありました。 

○第１期八戸市中心市街地活性化基本計画 

第１期の基本計画で示された中では、基本方針として「文化交流」、「観光」、「商業」、「居住」、「交通」の

５分野において４７事業を位置付け取り組まれました。  

 主な取り組み事例 

  ・八戸ポータルミュージアム「はっち」の整備 

  ・はちのへホコテンの実施 

  ・借り上げ型市営住宅の整備 

  ・公共交通の利便性向上 

  ・道路環境の改善 

（今回文教産業委員会はその中で整備された八戸ポータルミュージアム「はっち」を視察させて 

いただきました。） 

 こうした施策の展開の中で、平成に入ってからの歩行者通行量は減少し続けていましたが、H２２以

降歯止めがかかったといわれ、居住人口も空き店舗率にも歯止めがかかった状況です。 

 またこうした改善は、民間事業者による再開発等が複数発表される状態で活性化の道が開けていま

す。 

   八戸市第１期計画で改善された歩行者通行量、居住人口、空き店舗率。 

 



 

第２期の計画では１期計画での成果を踏まえ、 

 「人口減少、少子高齢化が進むなか、引き続き中心市街地活性化に取り組むことで、更なる民

間開発の誘因とまちなかのにぎわい創出を図るとともに、まちなか再生を持続的かつ確実なも

のとします。」とその方針を述べています。 



 

○八戸ポータルミュージアムはっち 



 

ポータルとはもともと建築用語で戸口

等を示す言葉です。 

八戸の玄関口という意味が込められて

います。ここで八戸の情報を手に入れて

まちなかや観光地に誘う役目がありま

す。 

「はっち」は公募で名づけられまし

た。はっちの活動内容は以下のｈｐでご

覧いただけます。

http://hacchi.jp/about_hacchi/index.html 

 

 

http://hacchi.jp/about_hacchi/index.html


 



 

 八戸市資料からはっちの概要等を見ていただきましたが、平成２０年策定の第１期八戸市中心市街

地活性化基本計画に基づき、平成２２年１２月に工事完成し翌年２月に開館した施設です。 

施設は鉄筋コンクリート造り５階建、免震構造で建築。 

敷地面積：3,387 ㎡ 延べ床面積 6,463 ㎡ 

用地費（7.85 億円）を含み約 42 億円の事業費で整備：合併特例債による交付金 50％を活用した。 



  

  

  

  

今回視察した、八戸ポータルミュージアムはっちの様子です。「まちを元気に！ひとを元気に！それ

がミッションです」という内容で、誰でも立ち寄れる場を目指して、様々な活動を展開中です。 



考察：八戸中心市街地活性化の取り組みと高山市との比較で考える。 

○明確な目標をたて着実に推進する体制 

・第一期計画の大きな成果が、「八戸ポータルミュージアムはっち」の建設とその後の運営であるとい

えます。第一期計画の策定ではそれまでの分析から八戸市の中心市街地衰退の状況を分析していま 

① 賑わい機能の喪失、 

② 定住人口の減少 

③ 商業機能の低下   です。そうした課題を見据えて活性化の基本方針を次の 5 点としまし

た。 

[基本方針] 

① はちのへの文化交流のメッカを作る 

② まちなかの見どころ、もてなしを充実する 

③ 魅力ある店々が連なる回遊空間を創出する 

④ まちなかに来やすくする 

⑤ 暮らしやすい住まい環境を整える 

・問題点ははっきりしている中で、はっちの目的は買い物以外の目的での来街者を増やす公共施設の整    

 備でした。その為用地取得も含めて約 42 億円を投じています。しかも毎年運営費として約 2.2 億円

を一般財源から投入しています。こうしたところに中心市街地活性化への並々ならぬ決意が表れてい

ます。市長選挙で交代した新市長の方針とも説明受けましたが、今回試みた八戸市の商業動向の変化

と検証を見ても、公が手を入れて立て直す機運は大きかったと考えます。 

  そうした中で公の施設として整備する方針を、「文化・交流の為の施設と観光のポータル、すなわ

ち玄関口となる施設とし、かつそのうえで  

・地域と資源を生かす ・市民とともに作り上げる ・街中を回遊してもらう   

を柱として八戸の新しい魅力づくりにまい進しています。 

・運営体制の充実 

 直営での運営にこだわり、年間 2 億円余りをつぎ込む運営体制は、自主運営事業の幅を広げ市民協働

の活動を大きく前進させています。職員は事業費を心配せずに創造的な運営の幅を広げています。又

そうした環境から市民は様々な目的で来館し、自分たちの居場所を確保しています。文化サークル、

各種イベントの開催、起業へのインキュベート施設、フィールドミュージアムとして、地域の観光資

源へといざなうポータルミュージアムとしての役割、等々文化・交流・観光の情報発信拠点としての

活動を立派に果たしています。周辺交通量調査の結果がプラスに転じ、活気が出てきた要因ともなっ

ています。こうした点は青森市が商業施設として整備した「アウガ」が苦戦している点と好対照で

す。中心市街地のにぎわい創出に向けた公共の施設の在り方としては、まさに当を得た活動ともいえ

ます。商業的な採算分岐点にとらわれることなく、市民を巻き込んだ活動の拠点となることで、稼働

率の悪い文化施設などとは違い、市民の日常活動を支えられる拠点として立派ににぎわいを創出する

ことができています。そのことは先に見た運営体制などを見ても理解できます。 

・高山市の事例では「まちの博物館が」が建設され、夜間も含めた無料開放で観光という面の賑わいづ

くりに成功しています。しかし中心市街地の活性化に必要な市民生活と観光との融合という意味で

は、ハッチの活動は一つのお手本であり見習うべき方向性であると考えます。 



 まちの博物館の年間運営経費は、人件費も含めて約 4000 万円といわれます。多様な活動で街中のに

ぎわいを創出する八戸市の「はっち」とは役割が違いますが、予算のかけ方や運営体制などにかけけ

る意気込みは見習いたいものです。 

・そういった面では八戸市の考え方は明確でわかり易いといえます。 

 中心市街地にあって衰退が激しい中心市街地の立て直しには 

  ・まちのにぎわいを取り戻すことである。 

  ・その為には公の施設整備は何を基軸として整備すればよいのか。 

  ・文化・交流・観光を糸口としてそのポータルサイトを整備する。 

  ・その運営に当たっては市民との協働を重視し、諸団体との連携を深める体制づくりをする。 

  ・初期投資・ランニングコスト双方に行政は責任を持って推進する。 

  ・直営施設として現場に権限と予算を与え、多くの団体と連携した推進体制を作る。 

  ・インキュベート施設としても活用し起業者を育てる。 

  ・多くの協力者を得て情報発信を盛んにする。  等です。 

 その結果として通行量調査等による来街者の増加を得、民間主導の再開発が進んでいるといった状況

で、中心市街地の商業にとっても衰退傾向への歯止めとなって来ています。 

・高山市は中心市街地活性化に取り組み、平成10年に基本計画を策定しました。しかし当初は基盤整備

部門の都市整備課が計画を主管していたことでもお分かりのように、都市整備の面からの計画づくりで

した。当時は、大型店対策はゾーニングでその立地を誘導するといった考えがあった時代ですので、致

し方ありませんが、その後高山市潤いのあるまちづくり条例制定でそうした面は補完していった思い出

があります。平成22年策定の新報に対応する中心市街地活性化基本計画では、高山市は国の認定は受け

られませんでした。しかし中心市街地の主な課題については①まちなか居住の促進 ②暮らしを支える

商業の振興 ③交流人口の増加を挙げ 取り組みましたが、八戸市のように特化した考えで賑わいに貢

献できる施設整備等の考えは位置付けられませんでした。 

・平成27年3月に高山市中心市街地活性化基本計画は国の認定を受け、新しい活動に入っています。 

 そうした計画の中で対象区域は第1期計画より縮小し、177haとする。 

又中心市街地活性化の目標を 

目標              数値目標 

① 住みよいまち       ・中心市街地歩行者自転車通行量、中心市街地景気動向 

② にぎわいのあるまち    ・中心市街地営業店舗数 

③ やさしさにあふれるまち  ・公共施設利用者数 

とし計画期間は27年4月～32年3月までの5年間。 

 この認定計画については、担当課より新旧対照表で説明されただけであり、今後新規事業によりどれ

だけの活性化や、通行料の増加が見込めかつ中心市街地のにぎわい創出効果があるのか説明を受ける必

要がある。 

 八戸市との比較では高山市が観光地であるため、観光による歩行者通行量であったりにぎわいの創出

という部分が加算される傾向がある。しかし観光まちづくりとは「文化・商業政策と都市計画戸の融合

により交流人口増を目指すまちづくりである」といった面からいえば、公共施設整備等には相当開きが

あると考える。旧森邸跡地開発等ではまちづくり会社の活用も含め十分検討すべきである。 



委員会としては、早急に新活性化計画への体制整備について説明を求めるべきである。 

今回は八戸屋台村みろく横町についても調査しました。有限会社北のグルメ都市 代表取締役中居雅博

氏から設立の経緯、経営方針、これまでの歩み等に従って丁寧な説明をいただきました。 

初期投資は4500万円かつ補助金は受けなかった。起業者にはリスクを負って開業してもらうため保証人

とはなるが本人が融資を受けること。インキュベート施設として3年ごとに１/３は店舗を入れ替える。 

社s朝の経営方針には従ってもらう（環境対応型屋台村のコンセプト）。スローフードの活動。オーガニ

ック食材の提供等について説明を受けました。こちらの調査報告については他の委員にお任せしまし

た。 

  

  

 

上4枚はみろく横丁の雰囲気です。あくまでも横

町としての通り抜け効果を前面に出しています。 

屋台村には村長を置いて自主運営に心掛けていま

す。屋台では隣に座った人がお友達！そうした交

流効果でまちなかを元気にしています。当日は私

たちの視察を歓迎するビラが店頭の張られていま

した。左は中居社長の会社での研修後のスナップ

です。 

社長のこだわりが屋台村と八戸の中心市街とを元

気にしています！ 



 


